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(54)【発明の名称】 内視鏡カバー

(57)【要約】
【課題】本発明は、内視鏡カバーに潤滑剤を含浸させる
とともに、その外周面にコート皮膜を形成することによ
り、装着のための特殊装置を必要とせず、また、粉体潤
滑剤を散布することなく、内視鏡側に所定の嵌合をもっ
て装着することができる内視鏡カバーを提供する。
【解決手段】本発明の内視鏡カバー１４は、ゴム材１３
にシリコンオイルを含浸させている。シリコンコイルに
よって滑りがよくなるので、内視鏡挿入部１８に対する
内視鏡カバー１４の装着が容易になっている。また、内
視鏡カバー１４は、外周面にテフロン（登録商標）のコ
ート皮膜１７が形成されている。コート皮膜１７によっ
て、体腔に対する内視鏡カバー１４の滑りを改善してい
る。更に、コート皮膜１７によって、カバーに含浸させ
た潤滑剤のしみ出しを防止し、体腔内に潤滑剤がしみ出
すのを防止している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡挿入部又は内視鏡ライトガイド軟
性部のうち何れかを被覆する内視鏡カバーにおいて、
前記内視鏡カバーは、潤滑剤が含浸されるとともに、そ
の外周面はコート皮膜が形成されていることを特徴とす
る内視鏡カバー。
【請求項２】  前記潤滑剤はシリコンオイルであり、該
含浸率は１０％～１５％に設定されていることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡カバー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡カバーに係
り、特に内視鏡挿入部を被覆する内視鏡カバーに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】医療分野で使用される内視鏡は、感染症
等を防止するために、使用後は洗浄・消毒・滅菌処理が
施されるが、特に体内に挿入される内視鏡挿入部には、
送気・送水管路や処置具チャンネル等の小径管路が設け
られているため、これらの小径管路を含む内視鏡全体を
完全に洗浄・消毒・滅菌するには非常に手間がかかる。
【０００３】そこで、内視鏡挿入部を使用前に内視鏡カ
バーで被覆し、使用後にこの内視鏡カバーを内視鏡挿入
部から剥ぎ取ることにより、洗浄・消毒・滅菌処理を簡
略化したカバー式内視鏡が近年使用されている。
【０００４】前記内視鏡カバーは、先端部が閉塞された
チューブ状に形成され、基端開口部から内視鏡挿入部を
先端部に向けて挿入することにより、内視鏡挿入部が内
視鏡カバーで被覆される。なお、内視鏡カバーの先端部
には、透明部材が設けられており、この透明部材を介し
て内視鏡側からの照明光を被観察部に照明することがで
きるとともに、この透明部材を介して被観察部像を内視
鏡側で観察することができる。
【０００５】ところで、内視鏡挿入部や内視鏡ライトガ
イド軟性部は、一般的に長さが１ｍ以上で直径が３０ｍ
ｍ以下の非常に細径の部材であり、しかも所定の弾性を
もって構成されている。このような部材に内視鏡カバー
を被覆することは、嵌合がきつい場合、非常に困難を伴
う。嵌合を緩めて対応することが考えられるが、嵌合を
緩めると、内視鏡挿入部を被検者の体腔内に挿入した際
に、内視鏡カバーに皺が発生し、その皺が体腔内で引っ
掛かり、内視鏡カバーを損傷させる原因になる。よっ
て、被覆が困難であっても、ある程度の嵌合をもって内
視鏡カバーを内視鏡側に被覆せざるを得ない。
【０００６】そこで、このような被覆問題を解消するた
めに、例えば特開平３─３７０２９号公報には、内視鏡
カバー内に空気を送り込み、内視鏡カバーを膨らませた
状態で内視鏡挿入部を挿入することが提案されている。
また、実開平６─６６６１１号には、ハンガー等の特殊
な装置を利用して内視鏡カバーを内視鏡挿入部に装着す
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ることが開示されている。更に、特開平８─５４３号公
報には、内視鏡カバーの内面に粉体潤滑剤を予め散布し
ておき、内視鏡カバーに対する内視鏡挿入部の挿入を容
易にしたことが開示されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、特開平
３─３７０２９号公報、実開平６─６６６１１号に開示
された装着方法では、装着のために内視鏡とは別の特殊
装置を必要とするので、内視鏡システムのコストアップ
や大型化、煩雑さを招くという欠点があった。
【０００８】また、特開平８─５４３号公報に開示され
た粉体潤滑剤の散布方法では、前記のような特殊装置は
必要としない。しかし、粉体潤滑剤を細長い内視鏡カバ
ー内に均一に散布することは難しく、また、内視鏡挿入
部を挿入したときに、内視鏡挿入部の先端縁部で剥ぎと
られた粉体潤滑剤が内視鏡カバー先端に溜まり、これが
内視鏡の観察に悪影響を与えるとともに照明の光量を低
下させるという欠点があった。
【０００９】本発明は、このような事情に鑑みてなされ
たもので、特殊装置を必要とせず、また、粉体潤滑剤を
散布することなく、内視鏡側に所定の嵌合をもって装着
することができる内視鏡カバーを提供することを目的と
する。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明は、前記目的を達
成するために、内視鏡挿入部又は内視鏡ライトガイド軟
性部のうち何れかを被覆する内視鏡カバーにおいて、前
記内視鏡カバーは、潤滑剤が含浸されるとともに、その
外周面はコート皮膜が形成されていることを特徴として
いる。
【００１１】請求項１に記載の内視鏡カバーによれば、
カバーに潤滑剤を含浸させているので、内視鏡挿入部又
は内視鏡ライトガイド軟性部に対する内視鏡カバーの装
着が容易になる。したがって、本発明は、内視鏡カバー
の装着にあたり、従来技術のような特殊装置を必要とせ
ず、また、粉体潤滑剤を散布することなく、内視鏡側に
所定の嵌合をもって装着できる。更に、本発明の内視鏡
カバーは、その外周面に、テフロン（ポリフッ化エチレ
ン系繊維）のコート皮膜が形成されているので、体腔に
対する滑りが良好になり、内視鏡操作が容易になる。ま
た、このコート皮膜によって、カバーに含浸させた潤滑
剤のしみ出しを防止できる。
【００１２】請求項２に記載の発明は、前記潤滑剤とし
て、シリコンオイルを適用し、その含浸率を１０％～１
５％に設定したことを特徴としている。含浸率が１０％
未満であると、潤滑性を十分に発揮できず、内視鏡カバ
ーを内視鏡側に容易に装着することが困難になる。ま
た、含浸率が１５％超であると、カバーの内側から潤滑
剤がしみ出し、これが内視鏡側の観察窓や照明窓に付着
し、診断の支障になる虞がある。よって、潤滑剤の含浸
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率を１０％～１５％に設定することにより、内視鏡カバ
ーの装着、診断の観点から良好となる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、添付図面に従って本発明に
係る内視鏡カバーの好ましい実施の形態について詳説す
る。
【００１４】図１は、実施の形態の内視鏡カバーが装着
されたカバー式内視鏡の全体図である。同図に示すよう
に、カバー式内視鏡１０は、内視鏡本体１２と内視鏡カ
バー１４とで構成されている。
【００１５】内視鏡本体１２は、術者が把持して操作す
る手元操作部１６を備えており、この手元操作部１６に
体腔内に挿入される挿入部１８と、図示しない照明装置
等に接続される内視鏡ライトガイド軟性部（ユニバーサ
ルケーブル）２０とが連結されている。
【００１６】挿入部１８は、軟性部１８Ａ、アングル部
１８Ｂ、先端硬質部（内視鏡挿入部先端）１８Ｃで構成
されており、大半が軟性部１８Ａで構成されている。そ
して、この軟性部１８Ａの先端にアングル部１８Ｂが形
成され、さらにそのアングル部１８Ｂの先端に先端硬質
部１８Ｃが形成されている。
【００１７】アングル部１８Ｂは、先端硬質部１８Ｃを
所望の方向に向けるためのものであり、そのアングル操
作は手元操作部１６に設けられた図示しないアングルノ
ブを回動操作することによって行われる。
【００１８】先端硬質部１８Ｃには、図２に示すよう
に、先端面に観察窓（対物光学系）２２と照明窓２４と
が所定の位置に配置されている。観察窓２２の内側に
は、図示しないＣＣＤ（固体撮像素子）が配置されてお
り、このＣＣＤによって体腔内の被観察像が撮像され
る。また、照明窓２４には、それぞれ図示しないライト
ガイドが接続され、このライトガイドによって伝送され
た照明光が照明窓２４から照射される。
【００１９】図１の内視鏡ライトガイド軟性部２０に
は、先端硬質部１８Ｃの照明窓２４に照明光を伝送する
ためのライトガイド、ＣＣＤからの電気信号を伝送する
ための信号ケーブル等が挿通されている。ライトガイド
は、図示しない光源装置に接続され、この光源装置から
の照明光を先端硬質部１８Ｃの照明窓２４に伝送する。
信号ケーブルは図示しないプロセッサに接続され、この
プロセッサにＣＣＤからの電気信号を伝送する。プロセ
ッサは入力された電気信号を映像信号に処理し、図示し
ないモニタに出力する。これにより、ＣＣＤで撮像され
た体腔内の被観察像がモニタ上に拡大表示される。
【００２０】内視鏡カバー１４は図１に示すように、内
視鏡本体１２の挿入部１８を被覆する挿入部カバー３０
と、内視鏡本体１２の手元操作部１６及び内視鏡ライト
ガイド軟性部２０の一部を被覆する手元操作部カバー３
２とで構成されており、全体がウレタン等の柔軟性を有
するゴム材によって形成されている。
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【００２１】挿入部カバー３０は、全体がチューブ状に
形成されており、先端硬質部１８Ｃに対設する先端部３
１が閉塞されている。先端部３１には、図２の如く透明
のカバー３８、４０が水密、気密状態で取り付けられて
おり、このカバー３８は観察窓２２に対向し、また、カ
バー４０は照明窓２４にそれぞれ所定の隙間４２を介し
て対向している。
【００２２】更に、挿入部カバー３０には図１の如く、
そのカバー３０の軸方向に沿って送気・送水管路３４、
及び吸引管路３６が形成されている。送気・送水管路３
４の入口側開口部４４には、不図示のチューブが接続さ
れ、このチューブから供給される加圧エア又は液体が送
気・送水管路３４を通過して、送気・送水管路３４の洗
浄ノズル４６から挿入部カバー３０の先端部３１に向け
て噴射される。これにより、先端部３１に取り付けられ
た透明のカバー３８、４０が液体により洗浄され、加圧
エアによって乾燥される。また、加圧エアによって、カ
バー３８、４０に付着した付着物を除去できる。
【００２３】一方、吸引管路３６の入口側開口部４６に
は、不図示の吸引チューブを介してサクションポンプが
接続される。サクションポンプを駆動すると、吸引管路
３６の吸引口４８から吸引管路３６を介して体液等の吸
引物を吸引除去できる。
【００２４】また、内視鏡カバー１４は、図３に示す内
視鏡挿入部１８の挿入前状態において、内視鏡挿入部１
８が挿入される開口部５０が、内視鏡挿入部の挿入によ
って容易に破れるフイルム５２によって閉塞され、内視
鏡カバー１４の内部空間１５が乾燥状態に保持されてい
る。
【００２５】内視鏡カバー１４は、内視鏡カバー１４の
内部空間１５を真空にすることにより、内部空間１５が
乾燥状態に保持されている。また、フイルム５２は、内
視鏡カバー１４の開口部５０に固定された金属製の補強
リング５４に貼着されることにより、開口部５０を閉塞
している。この補強リング５４は、内部空間１５を真空
にしても潰れない強度を有している。したがって、フイ
ルム５２は、内部空間１５が真空状態であっても、補強
リング５４に張られた状態で保持されるので、皺発生に
よる破れが防止されている。
【００２６】更に、内視鏡カバー１４の内部で、内視鏡
側の観察窓２２及び照明窓２４の近傍位置には、シリカ
ゲル等の乾燥剤５６、５８、６０が内視鏡カバー１４に
埋設されて取り付けられている。乾燥剤５６は、先端硬
質部１８Ｃの先端外周面と対向する内視鏡カバー１４の
内周面に埋設されている。また、乾燥剤５８は、透明の
カバー３８を囲むようにリング状に形成されて埋設さ
れ、そして、乾燥剤６０も同様に、透明のカバー４０を
囲むようにリング状に形成されて埋設されている。これ
らの乾燥剤５６、５８、６０によって、内視鏡カバー１
４と内視鏡挿入部１８との間の隙間に生じる湿気を吸収
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することができる。
【００２７】ところで、実施の形態の内視鏡カバー１４
は、その本体である図４に示すゴム材１３に、潤滑剤で
あるシリコンオイルが含浸されている。この潤滑剤によ
って、滑りがよくなるので、内視鏡挿入部１８や手元操
作部１６及び内視鏡ライトガイド軟性部２０に対する内
視鏡カバー１４の装着が容易になっている。
【００２８】また、内視鏡カバー１４は、その外周面に
テフロンのコート皮膜１７が形成されている。このコー
ト皮膜１７によって、体腔に対する内視鏡カバー１４の
滑りを改善している。更に、コート皮膜１７によって、
内視鏡カバー１４に含浸させた潤滑剤のしみ出しを防止
し、体腔内に潤滑剤がしみ出すのを防止している。
【００２９】次に、前記の如く構成された内視鏡カバー
１４の使用方法について述べる。
【００３０】使用前の内視鏡カバーの内部空間１５は、
図３の如く開口部５０がフイルム５２で閉塞されている
ので、内部空間１５は乾燥状態に保持されている。そし
て、使用する際には、フイルム５２を破って内視鏡挿入
部１８を開口部５０から挿入し、内視鏡挿入部１８を内
視鏡カバー１４で被覆する。
【００３１】内視鏡挿入部１８の挿入の際に、内視鏡カ
バー１４のゴム材１３（図４参照）には、潤滑剤である
シリコンオイルが含浸されているので、内視鏡挿入部１
８はシリコンオイルで滑りながら、円滑に挿入されてい
く。
【００３２】したがって、実施の形態の内視鏡カバー１
４を使用すると、内視鏡カバー１４を内視鏡挿入部１８
に装着するにあたり、従来技術のような特殊装置を必要
とせず、また、粉体潤滑剤を散布することなく、内視鏡
挿入部１８に所定の嵌合をもって装着できる。
【００３３】一方、潤滑剤であるシリコンオイルの含浸
率は、１０％～１５％に設定されている。含浸率が１０
％未満であると、潤滑性を十分に発揮できず、内視鏡カ
バー１４を内視鏡側に容易に装着することが困難になる
からである。また、含浸率が１５％超であると、内視鏡*
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*カバー１４の内側から潤滑剤がしみ出し、これが内視鏡
側の観察窓２２や照明窓２４に付着し、診断の支障にな
る虞があるからである。
【００３４】よって、実施の形態の内視鏡カバー１４で
は、潤滑剤の含浸率を１０％～１５％に設定しているの
で、内視鏡カバー１４の装着、診断の観点から良好とな
っている。
【００３５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明に係る内視
鏡カバーによれば、カバーに潤滑剤を含浸させたので、
内視鏡挿入部又は内視鏡ライトガイド軟性部に対する内
視鏡カバーの装着が容易になり、また、カバーの外周面
に、コート皮膜が形成されているので、体腔に対する滑
りが良好になり、内視鏡操作が容易になるとともに、カ
バーに含浸させた潤滑剤のしみ出しを防止できる。
【００３６】更に、本発明によれば、潤滑剤として、シ
リコンオイルを適用し、その含浸率を１０％～１５％に
設定したので、内視鏡カバーの装着、診断の観点から良
好となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態の内視鏡カバーが装着されたカバー
式内視鏡の全体図
【図２】内視鏡挿入部を内視鏡カバーで被覆した状態を
模式的に示した図
【図３】内視鏡カバーの断面を模式的に示した図
【図４】内視鏡カバーの断面を模式的に示した拡大図
【符号の説明】
１０…カバー式内視鏡、１２…内視鏡本体、１３…ゴム
材、１４…内視鏡カバー、１６…手元操作部、１７…コ
ート皮膜、１８…挿入部、１８Ａ…軟性部、１８Ｂ…ア
ングル部、１８Ｃ…先端硬質部、２０…ユニバーサルケ
ーブル、２２…観察窓、２４…照明窓、３０…挿入部カ
バー、３２…手元操作部カバー、５０…開口部、５２…
フイルム、５４…補強リング、５６、５８、６０…乾燥
剤

【図３】
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